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序

群馬県南西端に位置する本町は、関東地方と中部高地の接点にあり、古来より文物流通
わみ

の要衝とされてきました。長野県境の和美峠や入山峠、そして碓氷峠と、立ちはだかる急

峻な峰々は、豊かな自然を育む清流の源であるとともに、行く手を遮る壁として幾多の旅

人の難所でもありました。しかし、古くは縄文時代の土器や石器が行き交い、古代東山道

から近世の中山道、そして近代のアプト式鉄道の開通と、私達の祖先は悉くこの難所を克

服してきました。このような峠越えの交通史の証として、中山道の坂本宿や松井田宿、山

麓駅のまち横川、そして現在の高速道横川サービスエリアなどがあると言えましょう。

「峠のまち まついだ」を築き上げてきた先人の足跡は、今を生きる私達が明日を担う子

孫に伝えねばならない、大切な財産であることは申すまでもありません。このことが、ま

さに「文化財j と呼ばれる所以でもあろうかと思います。

さて、ここに刊行いたします「新堀陣場・社宮司遺跡」は、当教育委員会の発掘調査報

告書の第9集となります。役場庁舎建設に伴う南側駐車場用地の調査として平成4年に実

施いたしましたが、諸般の事情により報告書の刊行が遅れてしまいました。

ここでは、平安時代に大爆発を起こした浅間山の火山灰に埋もれた水田跡が発見されて

います。平安時代と言いますと、都の貴族による宮廷文化が先ず思い浮かぶ訳ですが、東

国の農村では、人々は旧来の竪穴式住居で暮らし、田畑を耕していました。

稲作の歴史は縄文時代まで遡ると考えられていますが、きちんとした規格性をもつよう

になるのは、次の弥生時代になってからです。松井田町ではこの時期の水田は見つかって

いませんが、今後の調査で発見される可能性は充分にあると思います。本遺跡は現在のと

ころ、町内で最古の田んぼであり、また、現在の稲作につながるルーツとして興味深い遺

跡であると考えられます。

遺跡は「記録保存jの名のもとに消えてしまいましたが、残された記録を有効に活用し、

また広く公開してゆくことが、私ども教育委員会の責務であり、このことは先に述べまし

たように次世代に伝え、未来への糧としなければならないものでもあります。本書がその

手立てのーっとなれば幸いに存じる次第であります。

最後になりましたが、発掘調査に従事した方々をはじめ、本書刊行に至るまでご協力を

いただいた関係各位に心より感謝を申し上げ、冒頭の挨拶といたします。

平成11年3月

松井田町教育委員会

教育長稲塚 勇



例白

l 本書は、松井田町役場庁舎建設工事(駐車場用地)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 調査地は、群馬県碓氷郡松井田町大字新堀字陣場205番地及び社宮司247-1番地である。

3 調査は松井田町教育委員会が実施した。発掘調査は水津祝彦と田口 修(共に社会教育課主任)、整理作

業は田口が担当した。

4 調査期間 ・発掘調査平成4年2月14日~平成4年3月26日

-整理作業平成9年4月1日~平成11年 3月31日(断続的)

5 調査参加者

(敬称略)

-発掘調査小林節子猿谷正枝杉木はま子高橋みさ子都丸孝江中沢すみ子

野田絹子慶瀬君江野田達也

-整理作業佐藤友江田中直美都丸孝江中里徳子慶瀬君江

6 調査に関わる一切の資料は、松井田町教育委員会が保管している。

7 現地調査及び整理作業においては、以下の諸氏・機関にご指導・ご協力をいただいた。記して感謝の意

を表したい。(敬称略)

上原富次(松井田町文化財調査委員)、神戸聖語(高崎市教育委員会)、小板橋 博(松井田町役場)、帰

古環境研究所、(有)青高館、胸上毛測量設計事務所、松井田町役場総務課

凡 例

1 遺構図の方位記号は磁北を指す。

2 遺構図の断面基準線は海抜標高を示す。

(巻頭写真図版、序、例言、凡例)
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I 調査に至る経緯

|町役場の老朽化にf'1~い、新JÏ'f'7の地税庁|・問が決定されたのは平成元{I~のことであるo ) n~出決定の後、平成

21F 9 ) J に辿投判)，JであるUlr総務制より教育香u会(以下教委)に、当核地域の埋~文化財の有無及びその

ll~ り扱いについての協議がなされた。教委では、核地及びその}ltJ辺におけるJqt版文化n~' 1こ |却するデータが無

いことから、 Mi同制併によるJII!脱文化財のイ{無比びその範囲陥胞が必盟の円を凶器した。これにより、午成

2 if! 1 2月にaIt l.副部l査を実施したところ、低j出部分のトレンチから浅1m B'随行に植われたI~ I~状追拙が検/1\され、

部分的な拡弧抗ill'jlJによって水山遺榊の広がっていることが判明した。

この制燥を附まえ、j)~J発側と教委とで文化財保讃について|脳級した制民、先嗣1thI1:ð:による記録保存の抽出

を訓ずることとなった。この中では、開査は教委UJ:営とし、 平JI~::3年J.M:に予知在日|・1:してl均年度内に終fす

ることで合意した.平成2年度に実施できなかった理由は、①拭銅で扱1I削できなかった上地造成JTIの |二i泣き

J幼部分 (Itlll場側)が遺跡の主体1'111にあたることが予想され、 ②この雌-1".が年度I!flけでないと砂動されないと

の比i瓜しから、跡l千UtTが可能なH寺山lを待つこととなったのである。

この|問、附係法令の手続さや作業品のF配、，11M1'1: Ijト l'町の作成符のflf!~i1iwlIInの後、平成4{ド2月14りをもっ
て制作が|則的された。

E 調査の経過

l 先J路調査

内J比4年2J J 14 1 1 、 ír{械による炎上除去を Ij~l tI{lする。側資iよ全域にわたる伐IIIJ B腕イï r' 1 然純周の:þffi似が予

知されていたので、問主間半に討を払いつつ他UJ これを下位まで除去することとした。 |除去作業の火、I~がi並んだ

2 n 17円より、作業日により利低を1m始。i隙石川内は鉄分の凝結が進んで似くしまるため、ジョレン&び)'j・
F鍬でつつきながら、 il溢石川卜.の灰11'，-/1111分を僻/1¥ (させつつ車内併を進めた。 3)I 1二仏jを過ぎて水111而及ひ(IIIEsI下

の状削が概ね検出され、 10......1111に区域全体のiJliJ.lJiを実施するとともに例別1'tll位の記録を進めた。 2-111に航

匂リ其搬影、 2611にプラン ト・オパール分析川の拭料を探i臨し、制ヂモを終fした。

2 整理作業

本伽l査では造物がまったくILI1.:していないので、 4銭円はりら遣梢|剣係資料のまとめが作業となった.発掘

制w.終了後、 小胤艇の別;lJ，¥J有が制いたため、合

II1Jをみて図而点検 ・lI(ifi等の」山崎桃川!を進めた

が、本文JJf{制等の作成はλ;耐に巡れてしまい、

制*として平成10年度ぷの終 fとなった.遺m
|ヌ|のトレースは慨ね平成9~ I三度 '1' に終了してお

り、 10年度はほ|版及び挿図版ドの作成並びにレ

イアウト、本文作成と進め!I見稿、校正の後に本

、lF刊行となった。

脱出作業の lコマ

~/ß 

、、、
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直遺跡、の環境

1 地岨的探坑

遺跡は、松井田町大字新tA¥宇帥刷及びネ1:'F';i(J地内に所布する。

松井田町は総liII拙のがj7 j!lIJを山林が占め、 ft添IJ.f，tと接する北部から長野y，tll笹井沢IIITと扱する凶rfll、及び下

仁山IIIT、妙諮問.とmする南州刊11がこの山1-1日地J泌となっている。これらの地域から雨水を集めて派生する小河
川は、 UIT中央部で雌氷川となって安rr'市へと流下するが、このfdIJ氷川両jHに形成された段丘面は本町の1:.な
同住城のひとつであり、京方安'1'Tliへ向けて制u良く展開している。本遺跡はこの段丘 |二に立地しており、出

来より'1'111 ii1 (JiiI li1 1 8号制)や日越本糾などの幹線治いに兜}l~ してきたJ山城である。 遺跡の南方にJ;Iミ流する

{ilDI<川のJlt上まではが:)200mで、信越本線は)fi跡に Iy.i楼する。 島区間約292mのJ~'ì;~になだらかな南東側斜をな

し、水口iの陛畔も慨ねこのコンタラインに合わせて構築されていた.

骸j也'*びその刷辺の耕地状況をみると、本段丘上の大、|土はJヒ~北西11日の松片:1 1I丘陵を7])~とする沢/1<を利用

した/1<11:1地1J!iとなっており、1113長より水利にl@した地j診であったことが蹴われる。

2 歴史的関境

近怯地では、 遺跡の阿ゴjが:)~OOrnの平安lIJf代住J，1"1 (1)の仙は、 !万l時代の辿跡は発比されていない。|宇iから

))0;にかけては終点JtI]と盟、われる小円境2lA(2・3)が作イEするが、他に近接地での調子モ例はない.また、

rl~ Iltでは1絹北側時代の板碑 (8)、近世では"1山道松JI:I封柑が点)J600-1300mの制聞にあり、内墳~平安時代
のm~容である愛山山遺跡 (9) が相場北ノJの |王峨で苅凡されている。なお、本追跡の[líliJ扮'*び社宮司のヤ1'， に

ついては以下のとおりである。

. ~I II !g 遺跡の北JJ600mに泊る松井問丘隙には、1協同JUJの山城である松井川城がある。以後の城巨となっ

たメ:l辺、守政蝶の11キ代、 北1.1(1併がこのj泌を滞とすために1!l l íを ';l~ったJJ，}所として rj!I IIJMJ の:7'，が伐って

おり、遺跡It./)j・の~ilDI<川対jitに知る 1011名の地も、 松井出城攻めの~'Il.t~}と考えられている.

・社主fu'J遺跡の北ノ'J120m程の所に小さな品川とお1:1:があるが、これが社日司である。辺り ー抑の地名はこ

れが所以となっている。 遺跡、の北西約 II OOmにある aJ~~}j神社の lìíJ日である。日州日Joc市i湖畔のrìJ&防本

社から松片山のこのìiJ~;tI，沖1 1社に御t'l.I体を削附する断、iI'(接ここに相11胞を移さずに先ずlì1.口~; (批判司)

に制制した後、本社殿(I二記の，iJU紡神社)に迎えた。日州のIllaM本社から制ill'fされた，1取訪神社には、

このような 「社官i(]Jがあるのが通例であり、大下二肝イE家字刈附の蹴肪神社にも、境内に|社符

司」のイ千仰がある。なお「安中間.u(ノ司法2=1831年)によると、新抑制:7E;T1oJが制附されたのは7)<正

年間 (J50~- 1 5 1 5) とのことである.

出IBJB軒石で磁われた平安の

/1<川は他に町東1}11の遺跡で術開

されており、今後の制査でその

分布域はさらに阿へと広がるこ

とがy，組される。

その他、 '_1-'I止までの追跡の概

製は次頁のポ j及び図1に示す

とおりである。 松井1:1:16日・噴 (J!Ij!助成) 新刷の社'自;u'J 

- 2-



表 1 周辺遺跡一覧表

No 遺跡名 主な時代 種別 概要・調査歴など

l 新堀東下原遺跡 平安 集落 平安時代住居跡2軒、土坑等が検出される。 H6、松井田町教育委員会調査。

2 松井田 1号墳 古墳 墳墓 横穴式石室の小円墳。石室の一部が露出する。槍塚ともいう。

3 松井田6号墳 古墳 墳墓 横穴式石室の小円墳で残りはよい。胞衣(えな)塚、陣場塚ともいう。

住居約120軒の8害IJが前期黒浜~諸磯期で、クッキー状炭化物や琉王白玉等、遺物も充

4 行田大道北遺跡 縄文 集落 実。他に早期住居や後期柄鏡形敷石住居も検出。 S63~H元、松井田町遺跡調査会

調査。

縄文前期関山期を中心とする住居35!杯、円形柱穴列2墓、中期土坑群など。この

5 八城二本杉東遺跡 縄文、弥生 集落 他、弥生中期岩植山式系土器を{半う再葬墓が検出された。 S63、松井田町遺跡調査

会調査。

6 二軒在家二本杉遺跡 縄文、平安 集落
縄文後期柄銭形敷石住居l軒及び平安住居l軒。 H3，松井田町埋蔵文化財調査会

調査。

7 行田二本杉遺跡 縄文、古墳 集落 縄文前期黒浜期住居2軒と古墳初頭住居4軒。 S63、松井田町遺跡調査会調査。

8 不動寺の板碑 中世 供養塔 不動寺入口にある自然石板碑で観応3年(1352)の銘。群馬県指定重要文化財。

9 愛宕山遺跡 古墳~平安 集手喜
住居6軒のうち、焼失家屋から木工用具や万年通宝が出土。 S46、群馬県教育委員

会調査。

10 松井田塚越遺跡 縄文、古墳 集落
縄文中期~後期の土坑及び敷石住居(ワ)と、古墳時代遺物包含層が検出。 H8，

松井田町教育委員会調査。

11 新田遺跡 縄文 遺物採取地 縄文中期を中心とする遺物が確認されている。

12 八城三日市遺跡 縄文 集落、他 縄文中期住居4軒と土坑、平安の溝など。 H8、松井田町埋蔵文化財調査会調査。

13 西横野5号墳 古墳 墳墓 南中学校校庭東端にあり、石室の残骸が名残をとどめる。畑塚ともいう。

14 別所遺跡 縄文、古墳 遺物採取地 縄文前~中期の遺物が多く散布する。他に未登録の小円墳1墓がある。

15 松井田古墳群 古墳 墳墓 松井田 5、6、8号墳(いずれも終末期の小円墳)が分布する。

16 二軒在家東光寺遺跡 縄文、平安 集落
縄文中期住居2軒、平安掘立柱建物、中~近世溝等。 H8、松井田町埋蔵文化財調

査会調査。

17 九十九3号墳 古墳 墳墓 小円墳だ、が関口部は確認できない。白山(はくさん)塚ともいう。

18 二軒在家上座馬 古墳~平安 遺物採取地 古墳~平安時代の遺物の散布が確認されている。

19 西横里no号墳 古墳 墳墓 石室の残骸が残るのみ。民家裏手にある。

20 西横野21号墳 古墳 墳墓 畑の中に石室の大石が数個残る。

21 人見正寺田遺跡 古墳、平安 墳墓、集落他
古墳初頭方形周溝墓1墓、平安住居3軒など。 Hll、磯部停車場妙義山線遺跡調査

会調査。

22 人見中の篠遺跡 平安、中世 集落、水田
平安住居 8 軒、掘立柱建物 3 棟、水田跡、井戸 2 墓、中世井戸 2 基など。 H9~10、

松井田町人見中の篠遺跡調査会調査。

23 西横野5号墳 古墳 墳墓 昭和7年頃に直刀2振が出土、埋め戻された。民家の築山になっている。

24 人見大王寺遺跡 平安 集落、水田他
平安住居2軒、遺物包含層、水田跡、溝など。 Hll、磯部停車場妙義山線遺跡調査

会調査。

25 人見大王寺 縄文~平安 遺物採取地 縄文~平安時代の遺物の散布が確認されている。

26 塚原古墳群 古墳 墳墓 西横里子10、11、22、23号墳など、横穴式の小円墳が多く分布する。

弥生~平安時代までの住居約450軒、古墳1墓、平安掘立柱建物跡11棟、水田跡、井

27 松井田工業団地遺跡 弥生~平安 集落、水田他 戸や、縄文前~中期の遺物が検出される。 S60・62、松井田工業団地遺跡調査団調

査。
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図1 周辺遺跡分布図(1: 30， 000) 

3 基本層序

本遺跡の基本的な層序を図2に示す。地理的環境の項で述べたように当地域は碓氷川中位何岸段E面であ

り、基盤は安山岩礁層である。遺跡より北西方向にかけては徐々にレベルが上がり微高地状をなすが、遺跡

地付近は碓氷川にほど近く、比較的低地となっている。よって、基盤層上に水気を帯び、た粘質土が厚く堆積

しているようであり、これが水田耕作土壌に利用されている。また、浅間As-B 層※は10~15cm の自然層

が残るが、宅地や道路等の開発が進行している微高地側の北西部では、削平により B層はほとんど見られな

い状況である。当遺跡地においても、造成工事準備のために原(目)地表は残らないが、本来であれば最上

部に浅間As-A層※の軽石が混在しているのが通例である。

尚、後に示す遺構全体図の撹乱部分については、現代の水田利用の際の暗渠埋設跡、及び畑地利用の際の

ゴミ穴等である。

Om 

0.2 2 

0.4 

0.6 6 

0.8 

1.0 

図2 基本層序模式図

1 :明黒色砂質土一一「
|客土

2:黄灰色士一←」

3:黒色砂質土

4:灰黄褐色軽石 (As -B)多混暗褐色土。

5:灰黄褐色軽石層 (As -B) 

6:灰黒色粘質土(水田耕作土)。下位は砂質が強まる。

※ As-A:浅間山を噴出源とするテフラ。天明3年(1783)降下

とされる。

As-B 浅間山を噴出源とするテフラ。天仁元年(1108)降下

とされる。
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N 検出された遺構

l 概要

陣場遺跡では調査区のほほ全面にわたり平安期の水田跡が検出された。また、この水田の機能を停止させ

た浅間B軽石の降下後に構築された溝跡が 1条検出されている。隣接する社宮司遺跡では、水田の畦畔とみ

られる盛り上がりが5条検出された。ただ、後述のように「水田面Jとしてナンバリングできる程のものは

なかった。

両遺跡は図4の全体図から分かるように近接しており、現在の字(あざ)名の違いで便宜上呼び分けては

いるが一連の遺跡と捉えてよい。その走向及び規模より陣場側の畦畔2は社宮司の畦畔3へつながるもので

あろう。ただ、社宮司では調査域が試掘トレンチの拡張程度であったために、面的な広がりが確認出来なく、

また、調査日程の都合上、フラント・オパール分析を実施で、きなかった事等により、社宮司側には「水田面」

としてのナンバリングはせず、「畦畔の検出Jとするに留めた。

「水田跡Jは水田を区画する「畦畔j と区画内の「水田面」からなる。更に細かくみれば、畦畔の途切れ部

分にあたる「取配水口jや、畦畔の交点やそれ以外の所にみられる「あぜ石」、人馬等の足跡、農具痕などと

いった遺構が残る場合があるが、今回の調査では人馬の足跡や農具痕などの耕作痕は検出できなかった。

2 陣場遺跡

「水田域の地形」北西から南東への平均的な緩い傾斜をなしており、標高は292.70mから291.60m、傾斜率

で2.3%程である。調査区内での微地形は特に認められない。

「畦畔と区画」畦畔は18条検出された。このうちの大半は地形の傾斜に対し直交し、かつ低地方向へ緩いカー

ブを措く形のもので、部分的にこれらをつなぐ形の短いものが 5~6 条と、斜めに派生するものが 2 条見ら

れた。規模は概ね下幅70~90crn 程度だが、図 5 で示すとおり、明確な起伏というよりは、土圧によりかなり

潰れた畦畔のわずかな盛り上がりを幅として捉えており、数値としてのデータ度は低いと言える。上幅や高

さも然りであるが、総じて各畦畔とも同じような規模であったと考えられる。ただ、北西端の畦畔2だけは、

幅・高さとも明らかに他よりも大きく、大畦畔と見てよい。走向をみると、前述のようにその殆どは低地方

向に対し同心円状のカーブを措き、かつ間隔は近い所で約2m(畦畔11と12)、離れた所では約7m(畦畔8

と10)と差がある。これらの細長い水田面を区画する畦畔が1・3・5・7・9の各短畦畔であり、畦畔12の一

部にも同様の部位が若干残っていた。このうち 3・7には取水口と思われる途切れがあり、 5についても高さ

の低い部分が存在し、その可能性が考えられる。また、畦畔13と15は、それぞれ畦畔12とはより斜めに派生

する位置にあり、結果、水田面を不整に区画しているが、その意図については不明である。

i7.k田の面積」図4から分かるように、全体を区画された水田面は検出されず、面積を求めることは出来な

い。ただ、水田 5については調査区外の畦畔位置のと 9)が推定出来るので、推定面積で、約83rriと考えら

れる。その他については不明と言わざるを得ないが、幅の最も広い水田7(または16?)と最も狭い水田15

との差異をみると、面積(及び形状)の規格性は考慮されていないと言えよう。

「取配水の方法」本遺跡周辺に水田跡の検出例はなく、また本調査区及び社宮司区からも水路が検出されて

いないため、直接の取水口は不明であり、等高線をたど、った高位置方向にそれが求められると推定するしか

ない。水の流れ(方向)は等高線より社宮司~陣場側という大まかな方向の中で、個々の水田面への落とし

込みの方法をみるしかない。

「
リ
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取水口とみられる部位は、図4で分かるように畦畔3・4・5?・ 7・8・13・14・15で検出されている。他

の畦畔にも当然存在するはずで、あるが、関乱部位内や後世の溝 lによる削平、文は調査区外のため検出され

なかったと考えられる。

「自然科学分析」陣場遺跡では、プラント・オパール分析により稲作の科学的裏付けを試みた。試料採取は

水田面としての区画及び規模がある程度推定でき、かつ擾乱の入りが少ない水田 5の水田面及び畦畔7と、

これより数面下位の水田13の水田面で実施した。この結果、採取地全てに於いて稲のプラント・オパールが

検出され、稲作の可能性の大きさが判明した。(iVプラント・オパール分析調査」参照)

「その他」調査区南側に大規模な溝が1条検出された。方向は凡そ北西から南東に直走している。調査日程

の都合で全体の精査には至らず、 2か所で精査したところ規模は幅3.9~5. Om、深さ約1.1m (中央部)で、

覆土より自然堆積による埋没と推定される。また水田を埋没させたB軽石が混入しておらず、これ以降に構

築された、水田とは関係のない遺構と言えるが、明確な性格は不明である。

3 社宮司遺跡

「水田域の地形」陣場遺跡より北に15m程離れた調査区で、あり、遺構検出面での標高は293.30mから292.70 

mの範囲であった。北西から南東への緩傾斜であることは陣場でのそれと変わらない。

「畦畔と区画」畦畔は一応 1~5 までナンバリングしたが、畦畔 3 と 4 以外では明確な凹凸には至らないの

が現状であった。位置及び規模より、陣場での大畦畔と見られる畦畔2が、社宮司の畦畔3につながるもの

と考えられ、他の畦畔については検出部が僅かなため位置的なもの以外は不明と言わざるを得ない。

「取配水の方法」畦畔3において取水口とみられる途切れ部分が検出されている。

「その他」社宮司エリアにおいては、調査前の現況地形が陣場より若干高く、水田及ひ令転作による野菜栽培

がなされていた陣場とは違い桑畑であったと聞く。このため耕作が深くに及び、結果としてAs-Bの残りは

悪く、軽石にパックされていた陣場に比して水田部分の検出・確認が容易ではなかった。トレンチを拡張し

ただけの調査域ということからくる遺構確認の制約とあいまって、社宮司エリアでは陣場遺跡での水田域の

広がりの範囲を確認するサブトレンチ的な位置付けと言った方がよいかも知れない。

4 まとめにかえて

この時代の水田跡では、先ず条里制を示すか否かが考えられるが、今回検出された部分で言えば、それは

認められていない。地形に制約された形での不整形な水田である。また、居住域としての集落遺跡との関連

であるが、近隣では検出例がなく不明と言わざるを得ない。

以上のように、今回の調査結果をもって、その特色や地域的な位置付けまではなかなか言及できないが、

本地域での一資料として今後の調査の成果と共に考えていきたい。

参考文献

田村孝・志回 登 1994 ~浜)11芦田貝戸遺跡IIU 高崎市文化財調査報告書第134集 高崎市教育委員会
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A 292.50 

N 292.10 N' o 292.80 0' P 292.80 

家協疹務
努劾弱努努字ノ

。292.00 。，

(Q. R共通)
1 :暗灰色砂質土。

2:暗灰色砂質土。鉄分の沈着が見られる。

3 : s音灰色砂質土。鉄分の沈着が多く見られる。

4 暗灰色砂質土。よくしまりやや粘性を帯びる。

員'

(1 : 250) 10m 

(l ~4) 

B 292.50 B 

R 221.80 R' 

5: 4層と同様でさらに鉄分の沈着が見られる。

6:暗灰色粘質土。鉄分の沈着が見られる。

7:黄灰色粘質土。赤・黄色粒子を含む。

8:黄灰色粘質土。鉄分の沈着が少々見られる。

P' 

(1 :80) 2m 

(A~R) 

図5 陣場遺跡断面図
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A 293.40 

(1 : 250) 

B 293.10 B' 
(Aのみ)

C 293.40 s o 293.40 0' F 293.10 F' 
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務務級協務務物

E 293.10 E' G 293.10 G' I 293.10 

務務務家務協務務
H 293.10 H' J 293.10 J' K 293.10 K' 

被援務家務~ 務務務協務委
L 293.10 L' 

物 勿物

2 (M-M' ) 
間 293.10 踊 1 軽石混黒灰色砂質土。しまりなし。

4ミ7「2:As-B軽石多混黒色土。3-1:As-B軽石自然純層。(軽石部)

3-2:As-B軽石自然純層。(灰層部)

(1 : 80) 
孟五二

(B ~M) 

2m 

4:灰黒色粘質土。(水田耕土)

図6 社宮司遺跡断面図
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V プラント・オパール分析調査

l 松井田町教育委員会田口修

2~ 5 (布古環境研究所

1 はじめに

本調査は新堀陣場遺跡部分のフラント・オパール分析の結果報告である。特にイネ科の植物の珪酸体が微

化石で地中によく残り、これにより古環境(植生)の復元を試みる本分析調査はよく知られているところで

ある。浅間B軽石層直下で検出された本遺跡の畦畔や区画面は水田跡と考えられるが、この科学的な裏付け

のーっとして、またさらに下層での土地利用及び植生の判断資料を得るために本分析を実施した。

2試料

1992年3月初日に現地調査を行なった。調査対象はNO.1地点およびAs-B直下の遺構検出面である(図

7) 0 No. 1 地点の土層は 1~4層に分層され、このうち As-B直下の 1 層上面に黒色の有機質土層(1'層)

が厚さ約1~ 2crnで堆積しているのが認められた(図的。試料は、これらの各層について5~ 10crn間隔で採

取した。また、As-B直下の遺構面ではP.O. 1 ~ P. O. 8の8試料を採取した。試料数は計14点であ

る。

3 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は「プラント・オパール定量分析法(藤原1976)Jをもとに、次の手順で

行なった。

(1)試料士の絶乾(l05
0

C. 24時間)，仮比重測定

(2)試料土約1gを秤量ガラスビーズ添加(直径約40μm，約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

(3)電子炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300w・42kHz・10分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去，乾燥

の)封入剤(オイキット)中に分散，プレパラート作成

(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するフラント・オパール(以下、プラント・オパールと略す)を主な対象

とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行なった。言十数は、ガラスビーズ個数が300以上になるまで、行なった。これは

ほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・

オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g中のプラント・オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，単位: 10-5 

g) をかけて、単位面積で層厚1crnあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ属は

ヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94 (種実重は1.03)、6.31、0.48である(杉

山・藤原1987)。
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4 分析結果

プラント・オパール分析の結果を表2及び図 9，図10に示す。なお、稲作跡の検証及び探査が主目的であ

るため、同定及び定量はイネ，ヨシ属，タケ亜科，ウシクサ族(ススキやチガヤ等が含まれる)，キビ族(ヒ

ヱ等が含まれる)の主要な 5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

N8 
(As-B直下遺構検出面)

(1 : 500) 20m 

図7 試料採取地点

表2 プラント・オパール分析結果

NO.l地点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ (籾総量) ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm {固/g t /10a 個/g 個/g 個/g 個/g

1 4 15 1. 24 8， 600 16.38 6，000 12，900 1， 700 。
2 19 14 1. 12 5，000 8.08 4，000 20，200 2，000 。
3 33 17 1.11 。 0.00 700 7，000 3，500 。
4-1 50 12 1. 08 。 0.00 600 10，300 600 。
4-2 62 12 1. 08 。 。。。 800 7，700 。 。
NO.l地点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ (籾総量) ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm C皿 個/g t /10a 個/g 個/g 個/g 個/g

l' 。 2 1. 20 2， 500 0.62 6，700 5，000 4， 100 。
As-B直下遺構検出面

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ (籾総量) ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個/g t /10a 個/g 個/g {岡/g 個/g

P. O. 1 。 2 1. 20 2，800 O. 68 8，600 3，800 4，800 900 

P. O. 2 。 2 1. 20 1，900 0.45 24，000 6，700 4， 800 。
P. O. 3 。 2 1. 20 2，800 O. 68 5，600 3， 500 3， 500 。
P.O.4 。 2 1. 20 2，700 O. 66 9，200 9， 200 1， 800 。
P. O. 5 。 2 1. 20 1. 900 0.45 14，600 3， 900 1， 900 。
P.O.6 。 2 1. 20 4，300 1. 05 6，000 4，300 8，700 。
P. O. 7 。 2 1. 20 1. 700 0.41 5，300 9，700 止200 。
P.O.8 。 2 1. 20 4，400 1. 07 4，400 4，400 3， 500 。

表2 プラント・オパール分析結果
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No.l地点

222一.4一一O一一m-2h As-B直下(睦畔断面)

1 • 石-(
1 

2 • 

3 • 

221.90m 
一一一一一一一一込

• 
4 

• 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

図8 土層断面図と分析試料の採取箇所

No.l :t也J点
(土層)

10 8 6 4 2 o 0 

昌ヨシ 認タケ亜科

222.40m 

No.l 士也J点

。 (万個/g)

2 

図9 イネのプラント・オパールの検出状況

(注) ‘印は50cmごとのスケール

・印は分析試料の採取箇所

植物体生産量 (t/lOa・叩)

2 4 6 8 10 

口イネ イネモミ

図10 おもな植物の推定生産量と変遷

(注) ‘印は50cmごとのスケール
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5考察

(1)稲作の可能性について

7](田跡(稲作跡)の検証や探査を行なう場合、一般にイネのフラント・オパールが試料 1gあたりおよそ

5， 000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行なわれていた可能性が高いと判断している。ま

た、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば上層から後代のものが混入した危険性は考え

にくくなり、その層で稲作が行なわれていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準に基づいて、

稲作の可能性について検討を行なった。

As-B直下の遺構検出面では、 P. O. 1 ~ P. O. 8の試料について分析を行なった。その結果、すべ

ての試料からイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度は平均2，800個/gとやや低

い値であるが、直上をAs-B層で覆われていることから、上層から後代のフラント・オパールが混入した

危険性は考えにくい。これらのことから、同遺構面で稲作が行なわれていた可能性が考えられる。

NO.1地点では了層、 1層、 2層、 3層、 4層について分析を行なった。その結果、上位のl'層、 1層、 2層

でイネのプラント・オパールが検出された。このうち、 I層では密度が8，600個/g、2層でも5，000個/gと

それぞれ高い値である。したがって、これらの層で稲作が行なわれていた可能性は高いと考えられる。l'層(遺

構検出面)では密度は2，500個/gとやや低い値であるが、直上をAs-B層で覆われていることから、上層

から後代のプラント・オパールが混入した危険性は考えにくい。したがって同層で稲作が行なわれていた可

能性が考えられる。なお、 l層の試料は畦畔部から採取されたものであり、ここからイネのプラント・オパー

ルが多量に検出されたことから、畦の造り替えや畔塗りが行なわれていた可能性が考えられる。

(2)古環境の推定(図10)

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件のところに生育し、ヨシは比較的湿った土壌条件のと

ころに生育している。このことから、両者の出現傾向を比較するととによって土層の堆積環境(乾湿)を推

定するととが出来る。

分析の結果、 3層より下層ではヨシ属とタケ亜科はいずれも少量であるが、イネが出現する 2層ではヨシ

属が急激に増加しており、 1層ではさらに増加している。また、 As-B直下の了層(黒色有機質土層)で

はヨシ属が圧倒的に卓越しており、イネは比較的少量である。

これらのことから、本遺跡では2層の時期に何らかの原因によってヨシ属が生育するような湿潤な土壌条

件へ移行し、そこで水田稲作が開始されたものと推定される。なお、その後も依然としてヨシ属が多く見ら

れることから、水田雑草などとしてヨシ属が生育していたことも考えられる。特に、 As-B直下のγ層

(黒色有機質土層)では、ヨシ属が圧倒的に卓越していることから、この時期には何らかの原因によって水

田が放棄され、そこでヨシj需が繁茂していた可能性も考えられる。
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新場開11遺跡から検出されたプラント・ オパールの顕微鏡写真

~ 分 t目 nr Jil! I.~l 自占料1'， l内峨

イネ ハ:; 8ト水川1M P.0.6 :100 

2 イネ As -8 F水nll(1I P.O.H :100 

3 ヨシ1，.(¥ A凶 - s F/KIIlIIii P.0.3 :100 

4 タケiJIj料(ネザサ節など) ぬi !lOO 

5 ウシ'.lサl良 As-BF/Kl.lI班i P.0.8 aoo 
一

6 樹木刈if);((針様妙t?) As-Bド水位Illu P.0.8 aoo 
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